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IIJ電子＠連絡帳サービスを機能拡張 
市区町村の「緊急通報システム」との連携により高齢者等の見守り・防災を強化

-- 茨城県常総市が、デジタル田園都市国家構想交付金を用いて先行導入 -- 

当社は、在宅医療介護に関わる専門職の情報連携を推進する「IIJ電子＠連絡帳サービス（以下「電子＠

連絡帳」）」において、市区町村で導入が進んでいる高齢者のセーフティネット「緊急通報システム」とのデ

ータ連携機能「見守り連携」を追加し、本日より提供開始いたします。本機能は先行して、茨城県常総市

に「デジタル田園都市国家構想交付金 デジタル実装 Type1」を用いて導入されており、当社は今後、他

の自治体にも導入を推進してまいります。

電子＠連絡帳は、高齢者や児童福祉等の在宅医療介護に関わる専門職（医師、看護師、薬剤師、介護

ヘルパー、ケアマネジャー等）が相互に情報連携するための ICT プラットフォームです。現在、全国 70 を

超える地域に導入され、在宅医療・介護連携、重層的支援体制整備、医療的ケア児をはじめとした子供

向けの支援などに幅広く活用されています。

今回連携する緊急通報システムは、多くの市区町村で高齢者の見守り体制強化のために導入されており、

急激な体調の変化や転倒、火災の発生といった緊急事態に、配布された専用端末の「緊急ボタン」を押

すと、通報を受けたコールセンターが、現場への急行手配や救急搬送要請等を実施します。相互通話が

可能なため、緊急時のみならず普段の暮らしの相談などにも活用されています。

今回、この緊急通報システムで得られた支援対象者の日常生活や健康状態、救急搬送といった対応内

容の情報を、電子＠連絡帳とデータ連携させることで、電子＠連絡帳の利用者である医療介護福祉関係

者や行政側にも情報が共有され、平時の見守りや、災害時の安否確認などの対応を強化することができ

ます。

茨城県常総市での導入事例

茨城県常総市は、デジタル田園都市国家構想交付金 デジタル実装 Type1 を用いて、既存の緊急通報

システムと、同市が電子＠連絡帳を使って運用している在宅医療・介護連携電子ネットワーク事業「電子

＠連絡帳 JOSO システム」を連携させ、2023 年 11 月 17 日より運用を開始しました。

同市では、支援対象者からの緊急通報対応のほかに、月に 1 回、支援対象者にコールセンターから日常

の様子や体調をヒアリングする「お元気コール」を実施しており、これらの情報を電子＠連絡帳と連携させ

ることで、行政職員や専門職との情報共有に加え、電子＠連絡帳の「救急情報連携オプション（※1）」や

「災害時連携オプション（※2）」を活用し、消防との連携や災害時の安否確認にも活用できるようにしました。

このデータ連携により、市職員、医療・介護関係者、消防等の組織横断的な支援体制づくりを実現してい

ます。なお、一連の取り組みは、「Digi 田（デジでん）甲子園 2023（※3）」 本選に選出されました。 

※1 救急情報連携オプション：電子＠連絡帳の在宅医療・介護の多職種連携において蓄積された、患者とその近親者やかかり

つけ医などの関連情報を、消防・救急隊に連携するオプションです。

※2 災害時連携オプション：要援護者のリスト・マップを作成し、地域内にどのような支援対象者が所在するかを平時から把握。災

害が発生した場合には、医療・介護・福祉関係者と行政が「電子＠連絡帳」を用いて地域の要援護者の安否確認し、情報共

有と支援活動を行うオプションです。

※3 Digi 田（デジでん）甲子園 2023：地方公共団体、民間企業・団体など様々な主体がデジタルの力を活用して地域課題の解

決等に取り組む事例を幅広く募集し、特に優れたものを内閣総理大臣賞として表彰する取組です。
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緊急通報システムと電子＠連絡帳の連携イメージ

提供価格 （表示価格はすべて税抜き価格です。）

· 基本サービス

IIJ 電子＠連絡帳サービス 200,000/月

※ 市区向け：100GB、患者登録数 5,000 名までの価格です。

※ 町村（離島）は個別見積もり

· オプション料金

 災害時連携（要援護者マップ） 100,000/月

 救急情報連携 100,000/月

 地域資源連携 150,000/月

 ここのーと（患者・家族連携） 50,000/月

 見守り連携 *個別見積もり

IIJ は今後とも、IIJ 電子＠連絡帳サービスを地域のくらしを支えるプラットフォームとして活用し、住民の

皆さまが「住み慣れた地域で支え合い、人々が生きがいを持って安心・安全に暮らす、データ連携による

スマートシティづくり」の実現を支援しています。

報道関係お問い合わせ先

株式会社インターネットイニシアティブ 広報部 荒井、増田
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※本プレスリリースに記載されている社名、サービス名などは、各社の商標あるいは登録商標です。

※プレスリリースに記載されたサービスの提供価格や内容などは発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあり

ますので、あらかじめご了承ください。

（参考情報）

IIJ 電子＠連絡帳サービス 
IIJ 電子＠連絡帳サービスは、名古屋大学医学部附属病院 先端医療・臨床研究支援センターとの共同

研究により開発した SaaS です。高齢者や児童福祉等の在宅医療介護に関わる専門職（医師、看護師、

薬剤師、介護ヘルパー、ケアマネジャー等）が相互に情報連携するための ICT プラットフォームとして、

2017 年 4 月より提供しています。 
 サービスの詳細については、以下サイトをご覧ください。

https://www.iij.ad.jp/biz/e-note/


